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Gamma SAR システム概要 

• SAR ( 合成開口レーダ )、 
 InSAR ( 干渉 SAR )、 

PSI 解析処理用のコマンドツール群 
 

• Sensors supported: 
 ASNARO2 / BIOMASS-P / Capella / Cosmo-Skymed / CSG /  
 ENVISAT / ERS-1/2  / Fucheng-1 / Gaofen-3 / Hisea / 
 Hongtu (HT1/2) / ICEYE / JERS / KOMPSAT / LuTan-1 (LT1) /  
 NISAR / NovaSAR / PALSAR-1/2/3  / Radarsat-1/2  / RCM /  
 RISAT / SAOCOM / SEASAT / Sentinel-1 / SIR-C /  
 StriX / Superview 2 / SWOT KaRIn / TSX, TDX, PAZ / UAVSAR /  
 Umbra 

     https://www.gamma-rs.ch/gamma-software : Gamma Software information   (2025.12) 
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GammaSAR ソフトウェア構成 1 

•  モジュール型 SAR プロセッサ (MSP) 

•  干渉 SAR プロセッサ (ISP) 

•  差分干渉およびジオコーディングソフトウエア (DIFF&GEO) 

•  ランドアプリケーションツール (LAT) 

•  干渉ポイントターゲット解析 (IPTA) 

 

     ---------- 

• ArcGIS用Gammaプラグイン (Windows版のみ) 

 

 
  ※未対応の衛星画像フォーマットには、データ仕様とデータを提供いただければ 

対応いたします。 
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Gamma SAR ソフトウェア構成 2 

 パッケージ名   略称  適用分野 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
モジュール型SARプロセッサ  MSP  SAR  RAWデータの処理 
 
干渉SARプロセッサ   ISP  干渉SAR処理 
 
差分干渉法と地形ジオコーディング DIFF&GEO  差分干渉SAR処理と 

      地形ジオコーディング
   

ランドアプリケーションツール  LAT  フィルタ処理、サブ領域の 
      抽出、統計分析、偏光ツール 

 
干渉ポイントターゲット解析  IPTA  ポイントターゲット解析(PSI) 
 
 ※SLCデータからの処理の場合、MSPは不要 
 ※差分干渉処理を行う最小構成は、 ISP + DIFF&GEO    （できればLATはあった方が良い） 
 ※IPTAを使う場合 ISP / DIFF&GEO / LAT が必要 
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• 画面表示ツール、ラスタ画像の生成 
• HTML ベースのドキュメントと Gamma SAR 専門家によるサポート 
• スクリプト言語やシェルを用いた自動処理が可能 
• Pythonラッパー 
• DEMO scriptの提供 

 
Gamma SAR カタログ https://www.opengis.co.jp/htm/gamma/gamma_software.html 
 
(4 page)(2015.1.28)  
https://www.opengis.co.jp/htm/gamma/Gamma_Software_Poster_20132_panf_J.pdf 
 
 (12 page) (2019.9.13)  
https://www.opengis.co.jp/gamma-

sar/brochure/GAMMA_Software_information_2019_J.pdf 
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Gamma SAR  動作環境 

サポートするOS (2025.12) ＜ Linux or Windows or Mac を発注時に指定 

●Linux版:  
   Ubuntu 22.04 LTS 64-bit(推奨)   
   Ubuntu 24.04 LTS 64-bit   
   Ubuntu 20.04 LTS 64-bit   ※2023年12月でサポート終了（と言いつつまだリリースされている） 
    //RHEL7/CentOS 7    ※2024年7月が最期のサポート 
   RHEL8/Rocky Linux 8 
   RHEL9/Rocky Linux 9 
   RHEL10/Rocky Linux10 
Windows Subsystem for Linux (WSL2)で使用可能  
 
●Windows 11(64-bit)版 ※MSYS2環境での動作 
●Apple macOS版: 
   macOS Sequoia(15.7.2)   M1/M2, Intel x86_64 CPUをサポート （Intel版は今回が最後） 
 
   ・ PCは今時の8コア以上の速いCPUで1コア当たりRAM割り当て16GB以上、HDD超特大で(SSDにしたいところ) 
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Gamma SAR  System Files 

Windows 上でのシステムファイル 
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画面表示ツール、ラスタ画像の生成 1 

SLCデータの表示 
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画面表示ツール、ラスタ画像の生成 2 

MLIデータの表示 

 

9 



画面表示ツール、ラスタ画像の生成 3 

干渉画像とGEでの表示 
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HTML ベースのドキュメント 
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DEMO scriptの提供 1 
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DEMO scriptの提供  2 
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販売ライセンス形態 1 

• バイナリ   /   ソースコード （IPTAを除く） 

 
• 永久ライセンス  /   サブスクリプション (1年単位)* 

    *サブスクリプションはバイナリ版のみです 

 
• シングルライセンス (PC1台のみ利用可) 

インストールできるPCが1台固定 

使用するユーザ数に制限はない 

      複数PCで利用する場合-> 次項 
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販売ライセンス形態 2 

Gamma SARを複数台のPCで使用するには、下記(1)(2)のどちらかの構成となります 

 

(1) シングルライセンスの２台目以降 ： ２台目以降は40%引き 

  -> 使用するPCはそれぞれ固定で使用 

 

(2) カンパニーワイドライセンス ： ３台分購入(値引き無しの３台分)  

  -> PC何台でもインストール可能 

 

 

※当初はシングルを購入、後に買い足して上記形態に移行可能 
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年間保守(バージョンアップ) 

保守内容： 
 １）年2回のアップグレードの提供 (7月と12月) 
 ２）ガンマ社による電子メールでの技術質問対応 
 
    保守に加入している場合、OS/PCの変更に対応可能です。 
 
購入後１年間は無償保守期間です。その後は１年毎の有償保守になります。 
 
保守をしばらく中断されていて再開する場合は、以下のような割増料金になります。 
 保守中断期間  割増料金 
 １年以下  15% 増し 
 ２年以下  30% 増し 
 ３年以下  40% 増し 
 ４年以下  50% 増し 
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GAMMAトレーニングコース 1 

• SAR/INSAR (MSP/ISP/DIFF&GEO/LAT)トレーニングコース 
 例年春季・秋期開催、4日間    ガンマ社にて(スイス・ベルン近郊)  
 

•  PSI(IPTA)トレーニングコース 
 例年春季・秋期開催、4日間    ガンマ社にて(スイス・ベルン近郊)  
 

• 詳しくは、https://www.gamma-rs.ch/software/training 
をご覧ください。 
 
 

• 過去にWeb開催の例はありますが最近は現地開催のみです。 
• 人数が集まれば日本/弊社での開催もできます。 
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GAMMAトレーニングコース 2 

トレーニングテキスト例 
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Gamma SAR 評価版のお申込みについて 

• 試用期間は２ヶ月です。 
• 評価用ライセンスは通常、MSP/ISP/DIFF&GEO/LAT（バイナリ）になります。 

最近の衛星ではSLC 形式でデータ提供される場合が多く、rawデータからSLC を 
生成するためのMSPは試用に含まれない事があります。 

• IPTA が必要な場合は別途お申し付けください。 
 
• 試用を希望される方のお名前、所属、住所、電子メールアドレスを欧文と和文で

教えてください（Email）。 
 

• 評価用ライセンスの合意書（英文）をガンマ社が作成しお客様に送付するので、 
署名をして返送していただきます（Email） 。 
その後PCのハードウエアIDを取得していただきライセンスキーが発行されます。 
 

• 試用期間終了後ご購入に至らない場合は、提供されたソフトウエア、ドキュメント
一式をPCから削除していただきます。 
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FAQ 
1) Gamma SARの特徴は？ 
 Gamma SARはGUIで操作を行うソフトウェアではありません。 
 Gamma SARの利点は全てがコマンド処理であることです。 
 他のソフトウェアからの呼び出し、組み込み、scriptによる連続処理、大量データの処理に

向いています。 
 
2)  インストールするPCの推奨スペックは？ 
 8コア以上のCPU、1コア当たりRAM割り当て16GB以上  が理想的ですが、 

それ以下でも動作はします。  
（弊社では、Core i7 3.6GHz / 32GB RAM のPCで動いています） 

 扱う衛星データのサイズによっては大容量のHDDが必要です。SSDだと処理が速いです。 
 
3)  Windows版とLinux版とどちらが良いでしょうか？ 
 処理速度的には大差ありません。ご自身の扱いやすい方を選択すればよいでしょう。 
 Linuxであればリモートログインで複数ユーザーが同時に使用できます。 
 Linux版はWindows11のWSL2上のLinuxにインストール可能です。 
 保守に入っているとOS,PCの変更ができます。 
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